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柏﨑　正則
第３ブロック予選における「ユニフォームに関する取扱い」について

２０１４年度第３ブロック各種予選大会における「ユニフォームに関する取扱い」について、加盟チーム指導者各位は下記事項の遵守をお願い致します。

なお、相互審判を務めていただくチーム内コーチなど関係各位への徹底もよろしくお願いします。

記

【考え方】

大会に参加する子供たちが、安心してベストな状態で試合に望めるよう、対戦チーム相互が譲り合いの精神のもと協力しあい、その試合の成立に最善を尽くすものとする。

【具体的取扱い】

１．予選に参加するチーム（以下、チームという）は、日本サッカー協会『サッカー競技規則2013/2014』、『ユニフォーム規程（改正2013年2月7日）』及び「少年サッカーハンドブック2014年東京」を遵守する。
２．ユニフォームとは、シャツ・ショーツ・ストッキングの３点を総称したものをいう。

３．チームは、フィールドプレーヤー、ゴールキーパー共に正・副２組のユニフォームを、試合当日持参しなければならない。

４．選手の背・胸番号は、その大会当日において選手固有のものとする。
５．シャツ（ゴールキーパーのシャツを含む）の色彩は、審判員が着用する黒色と明確に判別し得るものでなければならない。

６．対戦チームは事前に話し合い、審判が判別し易いよう着用するユニフォームの色彩を調整する。

　　※上記「考え方」を十分ご理解の上、譲り合いの精神で調整をお願いします。

７．やむなく話し合いで調整が付かず、審判を行う上で支障となる色彩の対戦となる場合には、主審の裁定（コイントスが望ましい）でユニフォームを交換するチームを決する。

８．交換を指示されたチームが、サブユニフォームを忘れたなど、万が一、何らかの理由によってユニフォームの交換ができない場合には、そのチームにペナルティーを課す。

９．ペナルティーとは「選手登録票不所持」の場合と同等とする。（参考試合とし「不戦敗」とする。）

10．フィールドプレーヤーとなるゴールキーパーのショーツ及びストッキングは、フィールドプレーヤーと同じ色彩でよい。但し、シャツは他の競技者と類似しない色彩とする。
11．当面の間、会場運営担当者は試合会場に本通達を用意し、ユニフォームに関する混乱を回避する。

12．本通達によっても判断が付かない場合には、第３ブロック委員長の判断を仰ぐ。そのために委員長は試合当日の連絡先を明確にすること。

以上

凡例　下　線箇所は、「第３ブロック予選における「ユニフォームに関する取扱いについて」（2013年3月3日）」との変更点
